地域空間としての集合住宅団地の空間概念の再構築  [論文要旨及び審査の要旨] by 福本 優 & Fukumoto Yuu
地域空間としての集合住宅団地の空間概念の再構築
 [論文要旨及び審査の要旨]
著者 福本 優
発行年 2018-03-31
学位授与機関 関西大学
学位授与番号 34416甲第678号
URL http://hdl.handle.net/10112/13389
  
［19］ 
氏        名 福本
ふくもと
 優
ゆう
 
博士の専攻分野の名称 
学 位 記 番 号           
学 位 授 与 の 日 付           
学 位 授 与 の 要 件           
学 位 論 文 題 目           
博士（工学） 
理工博第 54 号 
2018 年 3 月 31 日 
学位規則第 4 条第 1 項該当 
地域空間としての集合住宅団地の空間概念の再構築 
論 文 審 査 委 員           主 査 教 授 岡 絵理子 
副 査 教  授 江川 直樹 
副 査 教  授 大影 佳史 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 第二次世界大戦後、切迫する住宅の量的不足を解消するため、都市部を中心に多くの集
合住宅団地が供給された。これらの集合住宅団地は、建物や設備の老朽化や陳腐化などの
理由から再編の時期を迎えている。当初供給された集合住宅団地は、効率的に多くの住宅
を供給するため標準設計制度により計画された住棟を、そこに暮らす住民のための空間と
して、住環境確保のため冬至 4 時間日照という大原則のもと、広大な敷地に配置計画され
た。その結果生まれた集合住宅団地は、公園のようなオープンスペースを持ち、現在では
周囲の人も利用する緑豊かな空間となり、集合住宅団地は地域の社会的ストックとなって
いると考えられる。一方、建替えによる更新事業では、公園のようなオープンスペースは
減少し、そのマネジメント手法も変わりつつあり、地域と集合住宅団地との関係は大きく
変化している。 
 本研究は、集合住宅団地が、居住者のための住環境を担保するための空間であったこと
に対し、時間を経た現在の集合住宅団地を、地域の住環境を担保する社会的ストックとし
て評価することにより、その空間概念を再構築することを目的としている。さらに地域の
住環境価値を高める集合住宅団地の再編・再生手法を導くことを試みる。 
 そのために、集合住宅団地の黎明期から近年に至るまでの計画理論を整理した上で、国
内の集合住宅団地のうち、既に建て替えによって団地再生が行われた団地について、まず
①集合住宅団地の建設と市街地の発展過程を明らかにし、その地域における団地の位置づ
けを示した。次に、②集合住宅団地の団地空間と周辺市街地の空間的な関係性を明らかに
した。以上の２つの調査においては、所有に関係なく「人が立ち入ることのできる領域」
すなわち「自由領域」という概念を提示し、用いた。さらに、③集合住宅団地の周囲に暮
らす住民の集合住宅団地に対する意識と利用の実態を明らかにした。その上で、地域の社
会的ストックとして成立しているベトナム・ハノイの集合住宅団地を対象に、団地内の利
用の実態とそこに暮らす住民の意識について明らかにした。以上より、集合住宅団地を空
間的視点とマネジメントの視点との両面から地域の社会的ストックとして捉えることによ
り、地域空間として住環境を醸成し、持続的な価値を育むような団地再生の在り方を示し
た。 
 
 本論文は、次に示す 7 つの章で構成される。 
 序論では、本研究の背景、目的、位置づけを明らかにし、団地に関する本研究の課題意
識を提示した。 
 １章では、黎明期の集合住宅団地の事例を整理し、集合住宅団地を通して提案した理想
の都市像とその空間概念を示すとともに、海外の団地再生事例にも触れている。また、日
本の団地の黎明期についても同様にその空間概念を示した。 
 ２章では、第二次世界大戦以降、現在までの集合住宅団地の変遷と現在の団地再生の現
状を整理した。前半の 2 つの章では、団地が持つ様々な特徴の中でも、特にその敷地概念、
空間概念に着目し、団地が形成してきた空間価値について示した。 
 ３章では、戦後に団地として供給された敷地とその周辺地域の開発過程を確認すること
により、地域における団地の存在の位置づけを明らかにした。市街化のプロセスの中で団
地がどのような位置づけであるかを明らかにすることにより、地域と団地空間の関係性を
示した。 
 ４章では、現在様々な地域で進みつつある団地の建替えによる更新事業による空間変化
の実態を明らかにするとともに、その変化による周辺住民の暮らしの変化を明らかにした。
空間の変化と周辺住民の暮らしの変化を明らかにすることにより、地域空間として建設か
ら現在まで果たしてきた集合住宅団地の役割を示した。 
 ５章では、ベトナム ハノイにおいて、市場経済の開放と共に住民に自由に利用され、団
地が地域の社会的ストックとして成立している団地を対象に、住民による自律的な団地空
間のマネジメントの実態と空間利用の実態を明らかにする。日本の団地のマネジメントに
関しての今後の可能性を示した。 
 ６章は、これらの全５章において得られた知見を整理し、改めて地域空間としての集合
住宅団地の空間概念の在り方を明らかにした。また、この結果から今後の団地の更新事業
において、都市計画、地域計画の視点から、持続的な地域となるための団地再生像を考察
した。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は、戦後に大量供給された老朽化、陳腐化していることにより住宅ストックとし
ての問題を抱えている集合住宅団地において、現在進められている団地敷地内のみで完結
した建て替え手法、特にこれまで地域のオープンスペースとして人々に愛されてきた集合
住宅団地敷地を部分的にせよ閉鎖する結果となっている建て替え手法に対し、一石を投じ
る論文である。 
 集合住宅団地の発生や黎明期の設計思想に遡った論考（１章、２章）を示している。大
阪市内において作られた全集合住宅団地の立地や周辺市街地との関係（３章）と周辺住民
による敷地の認識や記憶の所在（４章）については、土地の公私に関係なく、立ち入るこ
とのできる領域＝「自由領域」という概念を用いて明らかにしている。その自由領域の使
いこなしの例として、海外調査を実施（５章）し、団地敷地を地域の住環境ストックとし
てマネジメントする上での示唆を得ている。 
 今後の研究課題として、「自由領域」についてはさらなる調査・研究を重ねることにより
概念を明確化する必要があること、また集合住宅団地の空間評価については「立ち入るこ
とができる」という人の動きから見た評価だけではなく、３次元的な空間評価も必要であ
るとの意見を得た。 
 本研究から得られた考察は、集合住宅団地を市街地の地域ストックとして捉えることに
より、集合住宅団地の再生においては周辺地域との空間の連続性を考慮した配置計画を考
えることが周辺地域の住環境の維持・向上を導くこと、当面建て替えをせずに再編するこ
とが決定している集合住宅団地の再編においても、空間マネジメントを取り入れることに
より周辺地域への波及効果を持つことを示しており、この好機を持って地域の住環境向上
を図る可能性をしてしており、今後の実践的な取り組みにおいて重要な示唆をあたえるも
とのたることが確認された。 
 本研究の成果は、よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
